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1. はじめに
実用的な認識精度の音声認識システムを作成するため
には,大量の学習データが必要となる．多くの人が使用
する共通語は大量のデータを容易に収集できるが,方言
の場合は話者が少ないため難しい．そこで,本研究では
音声認識モデルの学習のため,金子らにより考案された
声質変換手法のMaskCycleGAN-VC[1]を用いたデータ
拡張を提案し,その効果を検証する．
MaskCycleGAN-VCによるデータ拡張では,例えば話
者 Aと話者 Bの 2人の話者が存在するとき,Aの音声と
別の話者 Cの音声を声質変換モデルに学習させ,Aの発
話をCの音声に変換する．すると, AとBの発話だけで
なく,Cの音声に変換した Aの発話を新たに学習データ
として使用できる．さらに,Aと Bの間で相互に声質変
換を行うこともできるので, 効率よくデータ拡張を行え
ると考えた．
2. 実験内容
2.1 実験条件
学習に使用したコーパスは国立国語研究所により作成
された日本語諸方言コーパス [2]である．このコーパス
に含まれる方言の中から, 最も収録時間が長かった群馬
弁のデータを実験対象とした．音声認識モデルの学習の
障害となる可能性のある,音声の笑い声と発話被りの箇
所を取り除き,話者毎に IDを付けて分類した．最終的に
男女話者 8名,合計約 3.7時間のデータとなった．ここ
からランダムに 8:1:1の割合で学習データ,検証データ,

テストデータに分割した．
8名の話者の中で発話時間が長かった者上位 2名とそ
れ以外の話者の間でMaskCycleGAN-VCによる声質変
換を適用した．声質変換モデルの学習に使ったデータは
各話者の発話 80文ずつである．その結果, データを約
18.7時間まで増やすことができた．
データ拡張なし (NA),声質変換 (V),話速変換 (S),声
質変換+話速変換 (V+S)の 4つの条件でテストデータ
の認識結果を比較した．話速変換はデータ拡張の手段の
1つである．今回は発話を 0.9倍速及び 1.1倍速にした
ものを追加した．
2.2 実験結果と考察
文字単位におけるテストデータの認識結果を表 1に示
す．データ拡張なしと声質変換の Corr.と,データ拡張
なしと話速変換の Corr.の変化を比較すると,話速変換
によるデータ拡張の方が声質変換によるデータ拡張より
効果が大きいことがわかる．しかしながら,データ拡張
なしから声質変換の Corr.の差と,話速変換から話速変
換+声質変換のCorr.の差を見ると,ほぼ同程度改善され
ている．さらに, 話速変換+声質変換の Corr.は 83.4%

であり,十分実用的と言える認識精度に到達した．

表 1 文字単位におけるテストデータの認識結果

　　　 Corr. Sub Del Ins Err

NA 14.4 10.3 75.3 0.1 85.7

V 22.4 35.6 42.0 2.8 80.4

S 72.7 14.2 13.2 4.2 31.6

V+S 83.4 7.2 9.4 1.0 17.5

表 2 テストデータの音声認識の例

REF へびなんか あれ なんだなー まむしのきもー。
NA あー。
V まー ** なんだー のー。
S えーきなんか ** なんだーのー まるしときも。
V+S へびなんか あれ なんだなー まむしのきもー。

テストデータの音声認識の例を表 2に示す．認識でき
ていない箇所は「**」で表した．正解テキスト (REF)と
比較すると,データ拡張なしは全く音声を認識できてい
ない．しかし,声質変換,話速変換,声質変換+話速変換
の順に正しく認識できるようになっており,特に声質変
換+話速変換は完全に文字起こしできている．例以外の
発話も同様な結果となっていた．
声質変換によるデータ拡張が話速変換によるデータ拡
張ほど認識精度の改善がみられなかった原因として,声
質変換後の音声に含まれるノイズの可能性が挙げられる．
データの前処理において,環境音などの雑音は取り除い
ていないためか,声質変換後の音声にはノイズが入って
いた．雑音が含まれない音声やノイズ除去後の音声に声
質変換を適用すれば,より認識精度の改善が期待できる
と予測される．
3. まとめ
本研究では,方言を音声認識させるための学習データ
を拡張する手段として,MaskCycleGAN-VCを利用した
データ拡張を提案し,話速変換によるデータ拡張と効果
を比較した．その結果,声質変換によるデータ拡張が音
声認識精度の改善に寄与することを確認できた．さら
に,話速変換と声質変換を組み合わせることで 83.4%ま
でCorr.を向上させることができた．今後の課題として,

群馬弁以外の方言に対しての同様な実験と,共通語及び
複数方言の音声認識モデル学習への応用が挙げられる．
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